
公益社団法人 日本地下水学会 

2024年度 第 5回 理事会議事録 

１．開催日時：2024年10月26日（土） 13:30～16:50 

 

２．開催場所：堀留町区民館１号室、Web会議 

 

３．理事総数：14人 

 

４．出席理事数：12人 ○：出席、×：欠席 

理事 伊藤  浩子 〇 理事 蛯原  雅之 〇 

理事 遠藤  崇浩 × 理事 久保田 富次郎 〇※ 

理事 阪田  義隆 〇※ 理事 杉田  文 〇 

理事 瀬尾  昭治 〇 理事 高木  一成 〇 

理事 竹内  真司 × 理事 辻村  真貴 〇※ 

理事 中島  誠 〇 理事 宮越  昭暢 〇 

理事 山中  勝 〇 理事 吉田  広人 〇※ 

※Webにて出席、他は開催場所にて出席 

 

５．出席監事数：2人 ○：出席、×：欠席 

監事 高坂  信章 〇 監事 五藤  幸晴 〇 

※Webにて出席、他は会議室にて出席 

 

６．議長の氏名：会長 杉田 文 

代表理事 杉田 文は、上記のとおり定足数にたる理事の出席があったので、13時30分本理事会の開会を

宣した。 

 

７．代表理事の活動状況 

・ 10月17日（木）, 18日（金）：公益社団法人日本地下水学会2024年秋季講演会 参加 

・ 10月17日（木）：Taiwan Society of Groundwater Resources and Hydrogeology 会長と会談 

 

８．上期監査報告 

五藤幸晴監事より、2024年度上期監査の結果報告があった。（資料c報告_13(総)-1） 

 

９．決議事項に特別の利害関係を有する理事の氏名：該当する理事はいない。 

 

１０．議事録作成者：理事 蛯原 雅之 

 

１１．理事会資料 



・ 資料 1 ：2024年度 第5回理事会 議事次第 

・ 資料 2 ：2024年度 第4回理事会 議事録 

・ 資料 a（3種） ：審議資料 

・ 資料 b（8種） ：協議資料 

・ 資料 c（15種） ：報告資料 

 

【審議事項】 

第１号議案：入会の承認（総務委員会：資料a審議_13(総)-1） 

・ 正会員3名と準会員2名について、入会を承認した。 

第２号議案：選挙管理委員会の承認（総務委員会：資料a審議_13(総)-2） 

・ 2025-2026年度代議員選挙の選挙管理員会体制について、原案の通り承認された。 

第３号議案：会費未納会員の会員資格喪失処分について（会計委員会：資料a審議_11(会)） 

・ 会費を3年間滞納している2名の資格喪失処分が承認された。 

第４号議案：次期代議員数について（総務委員会：資料a審議_13(総)-1） 

・ 2025-2026年度代議員選挙で選出すべき代議員の定数について、22名とすることが決定された。 

 

【協議事項】 

①2024年度上期監査結果（会計）について（会計委員会：資料b協議_11(会)） 

・ 2024年度上期監査結果に関して、中間決算時点で予算と大きく乖離している項目について、会計委員会お

よび関係委員会からの説明があった。 

②2025年度第1次予算案作成のお願い（会計委員会：資料b協議_11(会)） 

・ 2025年度第一次予算案の提出について、会計委員会から各委員会に要請があった。 

③（一社）国土デジタル情報研究所からの会員登録案内について（総務委員会：資料b協議_13(総)-1） 

・ （一社）国土デジタル情報研究所から打診のあった会員登録について対応方針を協議し、当面、登録を保

留することを確認した。 

④大学改革支援・学位授与機構からの推薦依頼について（総務委員会：資料b協議_13(総)-2） 

・ 独立行政法人大学改革支援・学位授与機構長からの各種委員候補者の推薦依頼について、委員の活動内容

を確認したうえで対応を検討することとした。 

⑤年度途中入会者の入会前イベント資料閲覧について（総務委員会：資料なし） 

・ 年度途中入会者から、同じ年度で終了済みの講演会等の資料を閲覧したいとの要望があったことを踏ま

え、同様の要望があった場合には、会員限定の対応として、学会として資料の開示・提供はしないが、著

者に要望事項の橋渡しをする方針を確認した。 

⑥次期代議員選挙について（総務委員会：資料b協議_13(総)-3） 

・ 本年度実施する2025-2026年度代議員選挙において、立候補者数が定員に不足した場合の対応について協

議した。 

⑦後任委員の入会前における委員会参加について（YEPS委員会：資料なし） 

・ 委員交代に伴う後任委員について、入会手続きを行うことを前提に、入会承認前にオブザーバーとして委

員会への参加を認めることを確認した。 

⑧論文解説セミナーの非会員無料化（企画委員会：資料b協議_03(企)） 

・ 論文解説セミナーは非会員も参加費を無料とし、幅広く参加者を募りたいとの提案があり、理事全員の賛



同を得た。 

 

【報告事項】 

企画委員会：（資料c報告_03(企)） 

・ 論文解説セミナー、流域・地下水調査法講習会等の実施、準備状況が報告された。 

・ シンポジウム 「（案）有機フッ素化合物（PFAS）と地下水」の準備状況、および石油技術協会とのワー

クショップの次回開催の検討状況が報告された。 

行事委員会：（資料c報告_04(行)） 

・ 2024年秋季講演会の開催結果が報告された。 

・ 2025年度春季講演会および秋季講演会の準備状況が報告された。 

渉外委員会：（資料c報告_05(渉)） 

・ 2024年度オンライン公開講座「地下水のきほん」の開催予定、広報体制について報告があった。 

編集委員会：（資料c報告_06(編)） 

・ 前回理事会で承認された投稿規程について、文言の微修正を行った上で公表したこと、および修正内容に

ついて報告された。 

・ 著作権譲渡承諾書と保証書の保管方法の改善、J-stageにおける投稿論文の生データ等のオープンアクセス

化への対応検討の状況等について報告された。 

調査・研究委員会：（資料c報告_07(調)） 

・ 地域地下水情報データベースの更新について、年度内の更新版公開に向けた業者発注の内容、納品工期等

が報告された。 

・ 「地下水学の最先端 (state of the art)および典型的(classic)学術・技術の調査取り纏め研究グループ」の活動

が、「地下水の事典」の発刊をもって終了したとの報告があった。 

・ 「現場透水試験法の海外技術の普及活動に関する研究グループ」について、9月に出版社（岡山大学出版

会）に翻訳原稿を提出済みであるが、出版社側の査読終了後に原著出版版元と交渉予定であり、年度内の

印刷は難しい状況であることが報告された。 

・ 「国土数値情報と高度利活用調査・研究グループ」について、第2回会合を秋季講演会に合わせて開催

し、参加メンバー間で研究内容を共有したことが報告された。 

・ 「令和6年能登半島地震に関する調査・研究グループ」について、秋季講演会で令和６年能登半島地震を

テーマとした特別セッション（8編）を開催したとの報告があった。 

・ 「PFASによる地下水汚染への対応に関する調査・研究グループ」について、9月末までの公募により17名

の委員が決定し、秋季講演会に合わせて第１回会合を開催したとの報告があった。 

・ 産業技術総合研究所との間で共同研究に向けた協議を行っていることが報告された。 

市民コミュニケーション委員会：（資料c報告_08(市)） 

・ 10月5日（土）に開催した湧水巡りin松本の報告およびアンケート結果の紹介があった。 

広報・IT委員会：（資料c報告_09(広)） 

・ 前回理事会以降の活動状況、直近2カ月の公式ウェブサイトおよび公式SNSアカウント、グループウェア

の管理運用と情報発信の状況が報告された。 



YEPS委員会：（資料c報告_10(YE)） 

・ 「2025年度 若手地下水研究助成」募集の会告が示された。 

会計委員会：（資料c報告_11(会)-1,2） 

・ 10月18日現在の会員数、会費納入状況および収入・支出状況等が報告された。 

・ 2024年度上期中間決算報告書が示された。 

表彰委員会：（資料c報告_12(表)） 

・ 名誉会員、永年会員功労賞の表彰を秋季講演会開催中の10月17日（木）に実施したとの報告があった。 

・ 2025年度公益社団法人 日本地下水学会「技術賞」候補者、および「地下水学術賞」候補者について、12

月20日（金）を締め切りとして、学会ウェブサイトおよび学会誌にて公募中であるとの案内があった。 

総務委員会：（資料c報告_13(総)-1,2,3,4） 

・ 2024年度上期監査の質疑・応答等の内容が報告された。 

・ 後援共催等の対応状況が報告された。 

・ 次回以降の理事会は12月21日（土）、2025年2月15日（土）、4月19日（土）および5月10日（土）を予定す

る。 

 

以上をもって議事を終了したので、議長は16時50分閉会を宣した。 

 

以上の決議を明確にするため、本議事録を作成し、代表理事及び監事が次に記名、押印する。 

 

2024年11月21日 

公益社団法人日本地下水学会 理事会 

 

 


